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 要  旨 
今日，インターネットの普及に伴って，インターネット上で買い物ができるオンライン通販サイ
トの利用者が増加している．このようなサイトでは，販売されている商品に対してレビューを投
稿することができ，これから買い物をしようとする利用者が，実際に商品を利用した人間の生の
声として，参考にすることが多い．しかし，人気の商品や話題の商品においては，レビューの件
数が数百から数千件に上ることも少なくない．幅広く多くの意見に目を通しておきたい一方で，
それら全ての意見を見るには多くの時間と労力が必要となる． 
 そこで，そのようなレビュー文に対する情報抽出・要約の研究が多く行われているが，従来の
手法では，事前に商品ジャンルを限定した上で，そのジャンルに特化した事前知識を用意する必
要があったり，要約に用いる評価軸が限定されてしまうという問題があった．そこで本研究で
は，文集合に対してクラスタリングを行うことで，評価軸に関する事前知識や形式の制限なしに
文を話題に分類する手法を提案する． 
 また，意見抽出においては意見のポジティブさ，ネガティブさを表す意見極性の判定も非常に
重要である．機械学習によって文の類似度を求める手法が多く存在するが，事前に学習した知識
では，特定の商品のみにおける表現の極性を反映させることができない．そこで本研究では，事
前知識を極力用いず，さらにレビュー集合に含まれる情報を活用することで文の極性判定を行う
手法を提案する． 
 本研究で提案する話題分類手法では，レビュー文と単語によって作られる文-単語行列を次元
圧縮することで文の特徴ベクトルを作成し，文どうしの距離を特徴ベクトルのコサイン類似度を
用いて求める．そして階層的クラスタリング手法を用いて文をクラスタリングすることで，文を
話題に分類する．そして話題クラスタ内に頻出する表現を持つ文を重要文とし，話題クラスタご
とに上位数文を要約として出力する．また，極性判定手法では，高い評価値のレビューに出現す
る単語はポジティブな意味合いが強く，低い評価値のレビューに多く出現する単語はネガティブ
な意味合いが強いという仮定に基づき，さらにレビュー文内の極性反転についても考慮して単語
の極性値を求め，それらによって最終的な文の極性を判定する． 
 評価実験において，本研究で提案する話題分類手法は，比較手法（要約がレビュー中に多く出
現する単語を話題語とする手法）に比べて人手による分類に近い話題クラスタを作ることがで
き，さらに文の重要度を考慮することで不適切な文を出力しないようになり，適切な要約を作成
することができることが示された．また，実際に人に要約を読んでもらった上でのアンケートに
よる有用性評価では，レビュー対象の作品によっては人手で作成した要約以上の評価値となり，
本手法によって生成された要約が実際に人が読んで有用な要約であるということも示された．さ
らに極性判定手法についても，辞書による判定やレビュー評価値を文の評価値とする手法と比較
して，高い精度を示した． 
 
